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練馬西青色申告会

練
馬
西
青
色
申
告
会
で
は
、

会
員
の
皆

様
に
対
し
、
ｃ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（国
税
電
子
申
告
）

に
よ
る
申
告
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、

あ
ら
か
じ
め
開
始

届
出
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
書
面
に
よ
り

提
出
し
、

登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
申
告
や
納

税
、

申
請

・
届
出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
総
称
を
い
い
ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
点
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
練
馬
西

青
色
申
告
会
事
務
所
か
ら
確
定
申
告
等

が
行
え
る
こ
と
。

◎
最
高
五
千
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

（た
だ
し
、

平
成
１９

年
分
か
ら
２２
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
。

）

◎
生
命
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書
な
ど
の

記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と

で
、

書
類
の
提
出
又
は
提
示
を
省
略
で

き
る
こ
と
。

（確
定
申
告
期
限
か
ら
３

年
間
、

書
類
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ

ら
の
書
類
を
保
存
し
て
お
く
必
要
あ
り
。

）

◎

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
す
る
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
還
付
金
は
早
く
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
３
週
間
程
度
に
短

縮
。

）

こ
の

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
を

す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド

（以
下

「住
基
カ
ー
ド
」
と
い
う
。

）

及
び
電
子
証
明
書
の
両
方
を
取
得
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（住
基
カ
ー
ド
だ
け
で

は

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
で
き
ま
せ
ん
。

）

住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の
取
得
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方
法
で
す
が
、

●
場
所

練
馬
区
役
所
の
本
庁
舎
の
１
階
ロ
ビ
ー

※
練
馬
区
外
の
方
は
各
管
轄
の
役
所

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ご
持
参
す
る
も
の

運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書

●
手
数
料

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の

申
請
手
数
料
と
し
て
千
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
と
し
て
数
年
４
桁

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
４

桁
の
暗
証
番
号
は
住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子

証
明
書
の
両
方
に
共
通
し
て
使
え
ま
す
の

で
、

住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の
取

得
の
申
請
手
続
き
を
す
る
前
に
あ
ら
か
じ

め
お
考
え
く
だ
さ
い
。

（送
信
の
際
必
要

と
な
り
ま
す
。

）
ま
た
、

住
基
カ
ー
ド
に

は
ご
本
人
の
顔
写
真
を
付
け
る
こ
と
に
よ

り
身
分
証
明
書
に
も
な
り
ま
す
の
で
ご
希

望
の
方
は
写
真
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（写
真
の
サ
イ
ズ
は
縦
布
ｃｍ、
横
３．５
ｃｍ
で

６
カ
月
以
内
に
撮
影
、

正
面
無
背
景
で
本

人
の
み
写
っ
た
写
真
）

練
馬
西
青
色
申
告
会
で
は
住
基
カ
ー
ド

及
び
電
子
証
明
書
を
取
得
い
た
だ
い
た
会

員
に
は
、

先
着
五
百
名
様
に
限
り
、

現
金

千
円
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ

ひ
と
も
住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の

取
得
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

練
馬
西
青
色
申
告
会
事

務
局

ａ
０
３
１５
３
８
７
‐６
２
１
１

住 民 基 本 台 幡 カ
ー

ド

優 動 盛 提 .橋 。Bまで有効

氏 名 青色  太 郎

練 馬 区 長

転

出

職 名 御 氏  名 転  出   先

副 署 長 ( 総 ) 木 村  善 晴 江戸川北 (副署長)

個人課税第1部門総括上席 楢 崎  英 樹 東村山 (個人記推管)

個人課税第1部門指導上席 イに本寸 泰 子 市 川 (個所 上席 )

■アパート経営の方
■新規開葉されたばかりの方
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

上記の方で青色申告会に

まだ入会されていない方

をご紹介下さい。 期間 :平成22年4月1日～23年3月31日
まで☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

転
　
入

留
　
任

職 名 御 氏  名 前  任   地

署 長 中 尾  敏 幸 留 任

副 署 長 ( 総 ) 岩山 有 紀雄 立 川 ( 副 署 長 )

副 署 長 ( 徴 法 ) 岡 田 秀
一

習 任

総 務 課 長 澤 舘  節 雄 留 任

個人課税 1統括官 倉 田  仁 留 任

個 人課税 2統 括 官 含 田  義 弘 留 任

個 人課税 3統 括 官 小 林   隆 留 任

個人課税第1部門総括上席 竹 村  篤 彦 山梨 (個人1所上席)

個人課税第1部門指導上席 大 沼  裕 美 練馬西 (個人3部門)
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◇             |,せ ◇

う0お 知|らせ◇

当会では会費のお支払しヽ方法を、郵便局から

のお払込みの方に|よ、口座による自動振替の方

法に変更してしヽただくようお願しヽしております。

こ連絡しヽただしヽた方には 「預金回座振替依頼

書」をお送りさせてしヽただきます。

こ希望の方は事務局までこ連絡ください。

公 03-5387-6211 担 当 高 田

会員の皆様方のなかにはこれから会計ソフ ト

(ブルーリターンA)を こ購入される方がいら

つしゃると思しヽますが、ウィン ドウズVista及

びウィン ドウズフのうちブルーリターンAに 対

応できるのは32bit版 のみです。現時点では

64bit版はブルーリターンAに 対応できません。

よつて、ブルーリターンAを購入される方はあ

らかじめこ自宅で使用 してしヽるパソコンのOS

を確認 してからこ購入してしヽただくようお願しヽ

しヽたします。

台風や集中豪雨などで甚大な被害を受けた方には、一度課税された税金のうち、まだ納期限が至」来

してしヽない税金を、被災の程度等によって軽減また|よ免除する制度があります。

また、被害により都税を一度に納めることができない場合には納税を猶予する制度もあります。

減免の対象となる都税は、国定資産税 ・都市計画税 (23区 内)、不動産取得税、個人事業税、事業

所税などです。しヽすれの場合にも、納税者こ本人による申請が必要です。被災された方は、「り災証明

書」など、被災の事実を証明する書類を添えて、都税事務所まで申請してくださしヽ。詳しくは、都税

事務所にお問しヽ合わせくださしヽ。

間台せ先 (税金の種類により、事務所が異なります。)

【固定資産税・都市計画税・不動産取得税】顕練馬都税事務所 (3993-2261)

【個人事業税】顕顕顕難拙距距距距顕顕豊島都税事務所 (3981-1211)

【事業所税・軽油引取税】肘推願肛距距顕新宿都税事務所 (3369-7151)

【自動車税】顕 離 肛 肘 酢 誰 証 拙 距 肘 肛 服 者「税総合事務センター(0570-064-1フ 1)
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マル濫融資のご案内
～小規模事業者経営改善資金～

※融資限度額   1,500万 円
※返済期間 :運転資金 7年以内

設備資金 10年以内

平成23年 3月31日の日本政策金融公庫受付分までです。

■利率 :1.85%(平 成 22年 8月 9日現在)

※担保 ・保証人不要 (保証協会の保証も不要)
※他に練馬区の利子補給 3000

※利用できる方 :従業員 20名 以下

(商業 ・サービス業 5名 以下)
※ 1年以上事業を行っている方

※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫
より事業資金として貸し出しされますが、審査
の結果、ご希望に添えないことがあります。

本相談は、経営に関する相談に限定しております。

会員 非 会員の方問わず利用できます。

【法律相談】毎月第1金曜日

午後 1時～4時 (30分単位)
相談員 :弁護士 相 談無料

【税務相談】 1月～3月 毎 月第2第 4火曜日
4月～12月(8月休)毎月第2火曜日

午後 1時～4時 (30分単位)
相談員 :税理士 相 談無料

【問い合わせ先】東京商工会議所練馬支部
練馬区豊玉上 2-23-10練 馬産業会館 1階

TELi3 9 9 4-6521

F A X : 3 9 9 4 - 6 5 8 9

平
成
２２
年
度
第
１
回
目
の
複
式
簿

一記
講
習
会
が
８
月
１６
日
↑
母
、２３

日
↑
と
、

３。
日
（月
）
の
３
日
間
に
渡
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
内
容
は
簡
単
な
教
材
を

使
用
し
て
仕
訳
か
ら
試
算
表
の
作
成

ま
で
で
す
が
、

青
色
申
告
特
別
控
除

６５
万
が
受
け
ら
れ
る
要
件
の
一
つ
が

複
式
簿
記
に
よ
る
記
帳
で
あ
る
た
め
、

参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
習

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
習

会
の
参
加
者
は
９
名
で
あ
り
、

前
回

に
引
き
続
い
て
好
評
で
し
た
。

な
お
、

次
回
は
９
月
、

１０
月
、

Ｈ

月
に
同
じ
内
容
で
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
会
員
の
皆
様
方
、

ぜ
ひ

一
度

は
受
講
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
つヽ
か
。

ま
た
、

‐２
月
中
旬
に
は
複
式
簿
記

の
決
算
編
講
座

（棚
卸
資
産
の
整
理
、

減
価
償
却
費
の
計
算
、

経
費
の
家
事

按
分
の
計
算
な
ど
、

説
明
時
間
は
３

時
間
、
１
回
で
完
了
す
る
内
容
）
を

中
心
と
し
た
複
式
簿
記
講
習
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
と
も
ご

参
加
下
さ
い
。

（複
式
簿
記
の
決
算

編
講
座
の
詳
細
は
Ｈ
月
の
会
報
で
、

チ
ラ
シ
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

）

▲複式簿記講習会

国民年釜基釜は基礎年金に上乗せする公的な年金制度です。
～早めのご加入をお勧めいたします～

自営業者などの方にも 「上積み年金」を準備 し、豊かな

老後を送ることが出来るようにするのが国民年金基金

です。国民年金基金に加入すると、税金が軽減され大

変有利です。

①掛金は全額社会保険料控除の対象となります。

②受取る年金は、公的年金等控除の対象となります。

③遺族一時金は非課税となります。

どんな人が加入できるの?

①自営業者 ・自由業など国民年金保険料を納めてい

る人 (第1号被保険者)

②東京都内に住民票のある人

③20歳以上60歳未満の人

但し、保険料を免除 (一部免除、学生納付特例、若年
者納付猶予を含む)をされている方と農業者年金基金
に加入している人は加入出来ません。

(例)34歳 Oヶ月男性 A型 1回加入の場合

掛金               月 額 11,180円

60歳 までの総額          3,488‐ 160円

(11‐180円 ×12ヶ月×26年 )

↓

受取る年金           月 額 20,000円

65歳～80歳までの総額       3‐ 600‐000円

(保証期間 20‐000円×12ヶ月×15年)

※更に80歳を過ぎても、生涯受け取る事が出来ます。

資料の請求、お問合せは

練馬西青色申告会事務局までl T[と.03-5387-6211
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７
月
１４
日
、

女
性
部
文
化
教
室

『女

性
の
た
め
の
護
身
術
』
を
事
務
局
３
階

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
の
山
本
真
未
先
生
は
、

合
気
道

師
範
代

含
一段
）
と
居
合
剣
術
の
技
を
習

得
後
、

千
葉
県
内
で
教
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

午
前
９
時
半
と
い
う
早
い
時
刻
で
し

た
が
、

参
加
者
１５
名
が
集
ま
リ
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

護
身
術
と
は
、

そ
の
名
の
通
り

「身

を
護
る
術
」
で
あ
り
、

身
体
的
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
精
神
バ
ラ
ン
ス
が
備
わ
る
こ
と

で
す
。

意
識
を
変
え
る
だ
け
で
、

危
険

を
未
然
に
防
い
だ
り
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
①
姿
勢
②
意
識
③

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

①
姿
勢

両
足
を
肩
幅
ほ
ど
開
い
て
真

っ
す
ぐ

に
立
つ
。

あ
ご
を
引
く
（あ
ご
が
上
が
る

と
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
）
。

両
手
首
を
交
叉
さ
せ
刀
の
よ
う
な
形
を

作
り
必
ず
そ
の
下
に
自
分
の
頭
が
入
る

よ
う
に
す
る
。

②
意
識

相
手

（暴
漢
）
か
ら
目
線
を
は
ず
さ
な

い
。

両
手
で
顔
を
覆
う
な
ど
し
て
目
を

そ
ら
し
て
し
ま
う
と
相
手
の
動
き
が
わ

か
ら
な
い
。
ま
ず
は
相
手
か
ら
の
攻
撃

を
よ
け
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
。

③
テ
ク
エ
ッ
ク

最
初
の
攻
撃
を
よ
け
た
あ
と
は
す
ぐ

に
逃
げ
る
の
が
基
本
だ
が
、

余
裕
が
あ

れ
ば
攻
撃
す
る
。

人
間
の
急
所
で
あ
る

首
筋
、

あ
ご
、

み
ぞ
お
ち
な
ど
を
手
や

バ
ッ
グ
や
傘
で
た
た
く
。

特
に
脇
腹

（肋

骨
の
上
）
は
鍛
え
ら
れ
な
い
場
所
な
の
で

女
性
の
力
で
も
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
を
頭
に
入
れ
て
実
践
し
て
み
ま
す
。

男
性
職
員
の
武
藤
さ
ん
に
暴
漢
役
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、

山
本
先
生
と
組
ん
で

お
手
本
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ

の
後
二
人

一
紅
に
な
り
、

腕
を
掴
ま
れ

た
時
の
は
ず
し
方
や
相
手
の
攻
撃
が
上

か
ら
き
た
時
、

横
か
ら
き
た
時
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
処
法
を
練
習
し
ま
す
。

先
生
が

一
周
ま
わ

っ
て
全
員
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
映

画
の
よ
う
に
華
麗
に
立
ち
回
る
人
も
い

れ
ば
、

思
わ
ぬ
方
向
に
よ
け
て
し
ま
い

攻
撃
を
自
ら
受
け
に
い
く
人
も
あ
り
で
、

会
場
は
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
達
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

も
し
も
暴

漢
に
出
く
わ
し
た
時
に
は
、

ま
ず
冷
静

に
相
手
の
攻
撃
を
か
わ
す
と
い
う
意
識

は
み
な
さ
ん
習
得
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

一
時
間
半
の
講
習
は
あ

っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
皆

様
と
て
も
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

参

加
者
か
ら

「
と
て
も
た
め
に
な
り
楽
し

か
っ
た
」
と
の
御
礼
の
お
葉
書
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

事
務
局
　
一向
倉▲女性のための護身術山本真未先生を囲んで

過
日
、

６
月

３。
日
、

７
月

２８
日
の
二

日
間
に
亘
っ
て
写
経
に
よ
る

「書
道
教
室
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

（全
３
回
コ
ー
ス

内
２
回
終
了
）
講
師
に
は
前
年
度
同
様
、

習
字
研
究
社
大
師
範
俸
師
で
、

２。
年
ほ

ど
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広
く

講
師
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
柴
田

先
生
を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。

猛
暑
の

な
か
、　

一
回
目
が
２。
名
、

二
回
目
が
１５

名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
か
り
致
し
ま
し
て
、

柴
田
先

生
は
じ
め
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

授
業
の
方
は
、

始
め
に
基
本
的
な
こ

と
を
習
い
、

そ
の
後
は
各
人
の
ペ
ー
ス

で
進
め
て
行
き
、

個
別
に
指
導
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

写
経
は
、

読
経
と
同

じ
よ
う
に
ご
利
益
が
あ
り
、

幸
せ
に
な

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

み
な
さ
ん

一
生

懸
命
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

青
色
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
、

第
二
弾
と

し
て

「囲
碁
教
室
」
を
全
８
回
コ
ー
ス
で
、

９
月
６
日
（月
）
か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。

初
心
者
コ
ー
ス
で
す
の
で
、

是
非
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
務
局
　
一向
橋▲写経による書道教室

去
る
７
月
２６
日
（月
）
・
２７
日
（火
）
２

日
間
に
渡
り
会
計
ソ
フ
ト
ブ
ル
ー
リ
タ

ー
ン
Ａ
の
講
習
会
が
青
色
申
告
会
事
務

所
３
階
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
内
容
は
、

初
日
が
体
験
講

座
と
い
う
こ
と
で
、

ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

を
ま
だ
使
っ
た
こ
と
の
な
い
方
を
対
象
に
、

初
期
設
定
や
日
々
の
取
引
の
入
力
を
講

師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
実
際
に
入
力

し
て
い
た
だ
き
、

帳
簿
を
作
成
し
て
い

く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
は
決
算
準
備
講
座
と

い
う
こ
と
で
す
で
に
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

を
使

っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

例
題
に

そ
っ
て
減
価
償
却
や
家
事
接
分
な
ど
を

実
際
に
入
力
し
て
い
た
だ
き
、

決
算
書

と
申
告
書
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

体
験
講
座
に
は
４
名
、

決
算
準
備
講

座
に
は
５
名
の
ご
参
加
い
た
だ
き
、

両

日
と
も
大
変
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

９
月
９
日

（木
）
・
１０
日

（金
）
に
も

同
じ
内
容
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
を
使

っ
た
こ
と

の
な
い
方
、

決
算
整
理
を
勉
強
し
て
み

た
い
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

事
務
局
　
武
藤

平
成
二
二
年
五
月
二
七
日
に
行
わ
れ

た
総
会
と
合
わ
せ
て
次
の
支
部
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

会
勢
拡
大
功
労
表
彰

平
成
二

一
年
度
の
会
勢
拡
大
運
動
に

功
労
の
あ
っ
た
支
部
に
対
し
て
表
彰
が

行
わ
れ
、

以
下
の
四
支
部
に
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

東
大
泉
１
支
部

（和
田
　
勝
　
支
部
長
）

東
大
泉
２
支
部

（信
沢
　
清
治
　
支
部
長
）

学
園
東
支
部

（森
下
　
忍
　
支
部
長
）

大
泉
町
支
部

（岩
崎
　
明
生
　
支
部
長
）

特
別
表
彰

平
成
二

一
年
度
の

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
普
及

推
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
支
部
に

対
し
て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
タ
ク
シ
ー
支
部

早
坂
　
忠
　
支
部
長

平
成

２２
年

１０
月
１２
日
（火
）
は
役
員

研
修
の
た
め
事
務
所
を
休
業
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。


